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第３章	 財政計画

１　輸送人員の見込み

２　投資計画

〇�　福岡市の人口は当面増加傾向が見込まれること、また、天神ビッグバンや博多コネクティッドなど
の街づくりが進展していくこと等により、輸送人員は、中期計画の期間中の４年間は、堅調に増加し
ていくことを見込んでいます。

〇�　空港・箱崎線は開業から 43年、七隈線は 20年が経過していることから、施設や設備の機能を適切
に維持し、安全・安心な輸送サービスを継続的に提供していくため、計画的な更新・改修に着実に取
り組む必要があります。

〇�　安全・安心に関する投資のほか、快適で質の高いサービスを提供するため、2025（令和７）年度か
ら 2028（令和 10）年度までの４年間で、約 552億円の投資を計画しています。

〇�　主な投資計画としては、1000Ｎ系（空港・箱崎線）車両の更新や、3000Ａ系（七隈線）車両の増
備などの車両費に約 242億円を計画しているほか、変電所設備、車両検修設備及び出改札設備更新な
どの機械装置費に約 125億円、全館冷房化の推進、昇降機増設や駅照明設備の更新などの建物費に約
109億円、自動列車制御装置（ＡＴＣ）、電気室設備や信号設備更新（連動装置）などの電路設備費に
約 57億円を計画しています。

※各項目で四捨五入しているため、計が一致しない場合がある
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３　収支計画

〇�　収益的収入の根幹である運輸収益（乗車料収入）は、輸送人員の見込みと同様に推移し、2028（令
和 10）年度に 373億円まで増加していく見込みです。

〇�　収益的支出は、人件費の増に加え、施設の老朽化に伴う修繕や更新に係る経費の増などにより、
377億円まで増加していく見込みです。

〇�　この結果、単年度損益は、60億円を超える黒字で推移し、安定的に利益を確保できる見込みであり、
2028（令和 10）年度末の累積損益は、651億円の赤字に縮減する見込みです。

〇�　累積資金過不足は、一定の資金を確保できる見込みであり、2028（令和 10）年度末の企業債残高は、
1,676 億円に縮減する見込みです。

（収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み　単位：億円）

年 度
区 分
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収益的収入 416 423 434 441 450 457 459 456 455 453 452 449

運輸収益 343 354 365 373 383 390 393 392 391 390 390 388

補助金 11 10 9 8 7 6 5 5 5 4 3 3

その他の収入 62 60 60 60 60 60 60 60 59 59 59 58

収益的支出 348 349 366 377 372 367 363 365 361 361 361 366

経費 185 178 182 190 192 194 195 202 201 206 208 214

人件費 57 56 55 58 57 59 58 61 60 62 62 65

修繕費 60 53 57 61 64 63 63 66 66 67 69 70

その他 68 69 70 71 72 73 74 75 75 76 77 78

減価償却費 144 152 164 166 160 156 154 151 149 147 146 147

支払利息 19 19 20 20 20 17 14 12 11 9 7 5

単年度損益 68 74 68 64 78 90 96 92 94 92 91 83

累積損益 △ 857 △ 783 △ 715 △ 651 △ 573 △ 483 △ 388 △ 296 △ 202 △ 110 △ 19 64

資本的収入 234 256 298 165 141 68 50 92 48 28 31 31

資本的支出 371 413 448 339 349 288 274 308 265 240 199 159

差引 △ 136 △�157 △�150 △�174 △ 208 △�220 △�224 △�216 △�217 △�212 △�168 △�128

累積資金過不足 160 207 269 297 300 300 300 300 300 300 346 423

企業債残高 1,918 1,860 1,824 1,676 1,505 1,327 1,151 975 802 626 511 435

※各項目で四捨五入しているため、計が一致しない場合がある
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